
武庫川守レポート No10（2014/06/27）                   武庫川づくりと流域連携を進める会 

 

①百軒樋 18 号台風復旧工事終了 

 

②河床掘削後百軒樋 

 

③第 1 工区掘削工事用塀が撤去された。 

 

④第１工区上流側端末仕舞 

 

⑤南部橋右岸堤防取付道合流点の樹木伐採 

 

⑥2013 年 7 月頃ﾌﾞﾙｰｼﾄﾊｳｽが出来て以降樹勢が衰える。 
武庫川新橋付近の 18 号台風復旧工事は終わったが、５号床止め・甲武橋付近の洗掘護岸は手つかず状態である。 
第１工区の工事用囲いが撤去され全体が見渡せるようになったが、河口側の掘削工事は継続中である。矢板引き抜

き工事もまだ始まらない。大潮満潮時には既存矢板は海面下になり矢板と新護岸の間は池状態になっている。 
私設ｸﾗﾌﾞﾊｳｽが作られた以降⑥樹木の樹勢が衰え始め１３年末に枯死。樹木伐採と同時に私設ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ撤去された。 


